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喧）検査頃日と内容  

（褒2郎  

検査 申†－  

瑠 血液一般   

全身細胞を維持するのに必要な条件をみる   

酸  赤血球   

が  

ヤです．、  

十  
分   赤血球の中にある酸素を引て  
足  
Lき  クの荷台の大きさをみるのカ   

β   てみるとよいでL．よう。．  111一雨申の赤血球の数をみて  素           血色素藍         ¢ √ぬ か      ′弓壬こ－≡、・言  血液全体のうち、赤血球の害   
ています。赤血球はいわば酸素を運搬するトラッ  赤血球や血色素が基準値より少ない（馳と「酸素が不足気味jというこ  

とになります。からだの隅ず糾こ必要な酸乗童がすぐに届かないので、だるく  

なったり、息切れがしたりします。   

ひどくなると心臓にも負担をかけます。また、特に脳の細胞（中でも記憶に  

関係する場所）は酸素不足に弱いです。赤血球や血色素が減少している原因を  

考えてみましょう。血色素の材料は「鉄」と「蛋白質」です。どちらが不足し  

ても作れません。  

一食事のバランス、畳  

・胃の健康状態  

っ付ける成分です。赤血球という酸素運搬トラツ  

が血色素量（ヘモグロビンともいいます）  と考え  

糾合をみています。  

からだを守る条件窪みる  

止血する力をみています   肝硬変で減少します。   

からだに進入してきた有害・有毒な物質（薗、ウイルス、異物等）を捕らえ、  からだのどこかが細菌による感染を起していれl増加   

排除したり、殺したりするからだの「警察官」です。   ば減少傾向になります。薬剤の副作用でも減少します。  

■肝機能検査  

り義療機関で精密検査  

血小板  

します。肝硬変があれ  

認 肝機能検査   

口から入ったも州紺べて、いったん肝臓を通り、「検閲」を受けます。例えば、化学物質（アルコールや薬など）を解毒・分解したり＼食物等をからだt細胞）で使える形に合成しなおした甘、コレステⅧ  

－ルや脂肪、糖の処理などりこの㌻検軌が終わらないと、「栄鞄として全身には送り出せません1さ肝臓は私たちのからだの維持に関わる重要な臓洛です0飲み食いが多いなど、その仕事がオ→ヾ－ワークに  

なるといずれかの音一一やが上昇し．てきますし．  

童身の細胞膏維持するのに必要な条件をみる  

減少する原因として、栄養不足や膀での吸収が悪い、肝細胞が傷んで合成で  

きないなどが考えられます。   

逆に、おかずを食べ過ぎることによって増加します。  

■おかずの量とバランス   血液の中の蛋白質です。全身の細胞やホルモンを作る等からだの材料になり  

ますが、足りているかどうかみています。食物を材料に肝臓で合成されます0  



鱒蛮 帥  い灘等こ・二㌣「こ毒結藩笹毎∴ホ 、やrいジ～′一′1木㌔  手†ノr         ｝！，         ．新吉i       葦準攣華郡率華甲野澤■1三く軍澤ラ緊肇準績 …冊′・」   
，・】 

「  A／G比   蛋白の主な成分であるア．ルブミン、グロブリンをみています。  

栄 撃  赤血球の120日の寿命を終え壊れてできたものがどリルビンです。  赤血球が基準より多い人は当然上昇します。  

を  
画矧   胆道を経て陽に捨てるための処理ずみのどリルビンのこと。処理l胡刊蔵で行  胆道の出口が狭くなる原因はいくつかあります。胆石ができている場合やアル  nアルコール  

作  われ、胆汁と一緒に捨てられます。胆道の出口が狭くなっていると血液中に  〔脂肪のとりすぎ  

り 出  逆流し検査データが上昇します。   

す   検査方法の名前で、肝臓のダメージの程度をみています。   肝硬変や脂肪肝など肝細胞が傷むと上昇します。   ℡月刊蔵の使いすぎ  
廠  

酵素の名前。直Bilと同樹こ、胆道への胆汁の流れが傷害されると血液中  （直B呂lの項 参照）   器  リアルコープし   

は  に逆流し、検査データが上昇します。   
健  その他肝臓ガンで上昇L．ますが、まれに骨の病気でも上昇します。   り脂肪のとりすぎ  

鹿  
か  

LAP   酵索の名前。直臥l、Aげと同様に、胆道への胆汁の流れが傷害されると血   

液中に逆流し、．検麿データが上昇します。   コールで粘膜が腫れている等が考えられ景すハ   用旨肪のとりすぎ  

細胞が糖質をエネルギーにかえるときに働く酵素。肝棚包が傷んでくると上  L什＝＝いう酵素はあらゆる臓静こ存在するので．．この検査データだlナでl潮干障  巾肝臓の使いすぎ  

1  

主に肝細胞の申で仕事をする酵素。肝細胞が傷むと、細胞内の蘭T、G打が   

・脂肪のとりすぎ  

また、G併、伊Tもー緒に上昇していると、脂脚干など肝細胞の障害が大きいと  

いえます。   』即妙詞 ∈i芦． G⑳W          昇します∩  害とは言えません。他の検査結果と合わせてみましょう。    酔索の名前。肝細胞の予備能力をみています。肝細胞の障害が進むほど、検  からだはいざという時に備え、からだのどこにも貯蓄できなくなった余分な脂  n食事の畳とバランア．      査データは低下しますが、脂肪肝の時は、逆に上昇します。肝臓l胡旨防が貯  を肝臓に貯め込もうとします。皮下I胡旨肪細胞が少ない人などは、少し余るだ    まってきていないかをみます．，   けでも、．肝臓など内臓に貯め込み始めます。     GOT＜伊丁 主に慢性肝炎や脂肪肝の時  D肝臓の使いすぎ   電炉W  血液中に洗出して⊥検査データが上昇してきます。  00T＞GPT 主に肝硬変やアノルコ「両生胆道の流れが悪い時  【夜遅くまでの飲食   】 、≠∃i  特に．アルコー舶二鋭敏に反応する酵素です。  胆道の出口が狭くなる原因はいくつかあります。胆石ができている場合やアル  uアルコール    直Bil、AL！）も．川P上岡様に、胆道の出口が狭くなるなど、胆汁の流れが傷害  コールで粘膜が腫れている等が考えられ草すD      されると血液中に逆流し．、検査データが上昇します。  
－
－
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5 腎榔検蛮  
全身の細胞に栄泰や酸泰が血液によって送られた乱さまざまな物質の燃えカスができます。このカスは血液によって腎臓に運ばれ、老廃物として尿の中に漉しだし、体外に捨てられます‖腎臓の機能が鷲  

ちるとこの作業ができず血中に老廃物が溜まってきます．．腎機能検査は血液を採ってそれを調べています、〕  

老廃物を捨てる力をみる  

筋肉内で蛋白質がエネルギーに変わる時にできる燃えカス。筋肉量に比例し  D他のデータとの閑適   

でコ・・二られ，腎臓で尿にこしだされます。  

ますが、腎臓の働きをみる指標になりますu   腎機能が落ちるとデータが上昇します。，  食事の量や内容、運動などには影響されません。腎臓の機能を反映します。    蛋白質の最終産物（カス）。摂取蛋白畳の1／6が尿素窒素に変換され腎臓で  蛋白質（主に肉、魚、豆類、乳製品など）の摂取量によっても多少影響を受け  d食事の畳とバランス  夙ここしだされます。腎機能が落ちるとデータが上昇します    からだの死んだ細胞の核の燃えカス。また、肉やヒール、干物などの食品に  尿からしか排泄できないので、尿量が減ると、つまり、水分摂取量が減ったり、  口食事の畳とバランス  含まれ右プリン体という物質が体内で分解される時にもできます。6．51鴨側  汗の量が多かったlニ卜すると増えることになります。激しい運動によっても汗を  （特に肉や魚）  を超えると針のような結晶になります。  良くかき、代謝が盛んになる（細胞の入れ替わりが促進）ので増えます。また、  可ビールの畳   1日に排泄できる尿酸量を超えて、主に肉や魚などプリン体の多し喰晶やど－  ■水分摂取量   ル等をたくさん摂取すると血中に余ります。  ¶激しい運動   
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 喀血乱心電倒  

巨身に酸素や栄養を送鳥力をみています。   血圧を上げる原因l封祭々あl・丁し原因を隼寺定するのは難しいのですが、例えば、  q体重の増加、血中脂質  

血管にコレステロールなどが溜まl上血腋の流れが悪くなったり、血管の壁が  亘摂取塩分畳  

固くなったりすると上がることがあります。．京た、血液の塩分濃度が上がった  

場合、それを薄めようとして血液量が増えた場合も上がります。予防的に血圧  

下降剤を服用することも有効です   

巨身に血液を速かドンブのカをみています。ポンプが規則的に動いている  心臓に血液を送っている動脈が狭い（コレステロールなどが血管に溜まるな  ロ他のデータとの閑適   

い、、ポンプが動くのに必要な酸索や栄養は届いているかなどをみています。  ど）と心筋が動くのに必要な血液が不足し．．心電図に「ざトTの変化」「異常Q  

波」「陰性T」などの変化がでます。また、，ポンプのリズムをとる刺激伝導系  

の異常がでると、「不整脈」や「ブロック」などと判定されます。  
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礎跡掛（弟萄g身修正野≪ミ抱竜）∑富野也口撃   

心臓で血栓が作られる。 ヽ＼  
紬が備に飛ぶと脳酎軌柵蔓＝ニご㈹  還流予防  

合併症予防段階   
＼   J  心電図所見  ＼’、   

＼   、、  
：陳旧性心筋梗塞  ＼＼   

’＼   

＼  
血管が破れると  血管が詰ま・5  

眼底所見  

心房粗勃  

興常Q波  

ST－T異常  

陰性丁波  

平低T  

R波増高不良  

及び  

芸   還㌻ 血管が傷つく   S（ 

1－1＝＝   

糖尿病性変化（一卜）  

血管が細く啓魯  
訊緻予純  

予防的治顧問階  

l‾■‾‾■‾‾‾‾‾‾                ○  

食虐3時間  
」  I  l  

それ以外の精密：  たi（Ⅰ）   

H（豊）   

糖尿病性変化（－）  

ll ；6・5、：以上11r卜：  
■富源予隙   

良事や運動によ・こ三巨三ヒ  

惜敗善によ五割防段階  

検査所見  

l‾‾‾■‾‾‘‾ ホr・・・－： l．＿．＿．＿＿●．＿  ≡至攣生王空ワニ！               B  

励〟  
I I ll  

：∴…＿……＿…：墜＿＿畢ノ喜 I● 高 血 圧  
習練予恥  

潜在的に巡拝  
伝 的 素 田  遺  

一…＿＿＿＿叫＿．W＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－－－－－－■■■■－β  

l●● ■ 一■ ■■ ■ ■ ■■ t■ ■ － － 一 一 ■－ －■ － － － － － ■－ － 一 一 一 － ■－ － － － － ■一 一 － －■ － －－－ ■、■ ■ ■ ■■■ ●▼■ ■ ● ■ － ■ ■ ■ ■ 一  

内月歳月巴満Lこ一番碩  
P－－－・－－■■■－■■■■■■■■■一■－t－－◆－－’汀‾‘‾－‾■  

1  

三 申鰯頗紆15（l以上  
t  

l＿＿＿＿．＿■＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿■－■●■■－・t■－  

I 
l  

鰯紺25以上  
l 岬．．uR．一同【＿－＿＿＿＿＿＿■－■●■一－－－－－l  

心臓の血管  

r 戯i顎曲昏棚1   
血管の傷卸具合鯵？   

、－－  
・’－1  

I  

銅標凱汁㍗Iすづ●′ll】  

「こ′71∴丁 ′′行し一枚〉  

1′1－－■●一‾‾‾－■－‾‾‾‾‾  

ヽ   
範叫－－ 

－‥－－－－－－－一l   
l  r＝lこニ√     夢 ．    ，ユ．：L  

l  

＿＿＿＿  ‾‾ 
I-- 

l  

運動  ；朗慕 夏… 労働；  
とu．w＿du＿＿－＿u＿＿ ＿＿【＿＿＿－＿＿＿＿＿l  

：： ァ′LコーFし ：  
●，  

l  

ll ：臣レコールを約6晦じり二控弼  

l  

呂聾動習慣がなし  
l  

健煉日すコ1（「一日標値より  
∴ 

－－－－…－‥・…－…‥  
． 



中  

白樺神経  ノl  

∴ヽ り           血管を拡張さ－  

縮させた㌣＝「  

∴i▼rト音渥宣・調整すご．  

■■■中ロ■p臼ほ‖⊃q■川＝ロn仁‖い口山E＝トロD亡＝いロ8   幸，■・・  

‖十∵－∴キーニ＿・－J号室  

ー・－▼一一一－■一  

∪＝bld⊂＝ロ■℡dd口Ⅷ用＝＝馴DUFqq牒川＝＝針山¢ †⊃田口u【コロロnO口n（ 

食べ一片  ．阻バ過ぎ   

蛋白質  糖質  脂質   
「1‖l】q＝hr＝コrlJUu【ln111＝Un‖Jロー＝…＝＝「t－←＝“l■1∽－一日1川山口りロー川【一山‘■【－1：   

呂腎臓 ○・ニーで二5り；声  

；．・．！・ニ．：＝！．．＿＿＿．．＿＿．・，：！  

也労・緊張  

睡眠†こ足  
＼  

□   

「l－／トキ一にかけモ．  

体重1k字増加す5上  

血管は  

l．5～100111伸び・‡．  

く血流量＞■‡▼gかたレIl相聞に  

l釧路  －！ 一  

脳。肝臓 l．F卜し㌧■  
lロUl】以仁＝司閃Ⅷl川口＝刈田閂1＝可付F‖】首筋川mb‖lJり亡‖ⅦⅦ∩亡l用E‖出口＝」nl†ul‖司U7  

ノ‾、ヽ ／′ ＼A  
特用、ら・畔拙で主1塩別〕二1日7gが限界  

l川中析塩宣・jJぎ弾三はい「もー乾かハで、7gl二uニーハ塩符宣  

⊥1上憎、Lた塩号せ闇甘■うた叫こ周りから水をひいて  

さて血宿退出灘H∴ 

＼鞘降に増加した血液立は？＞   

腎臓7日悔む  

成地溝臣瀾灘  

ノ1叫・iいl  

／塩村仲肱お古∴ ′’、：   
血中一項鑑苛、が噌∴■てこ，  

＼                   、、  

7基ぃ、下 一一  Oml  

リ誓 125ml  

〔I写  250ml  

lり富  一   3751111  

1】苫  
－・  5001nl  

］5・ミ  ▲－・ 10001nl  

て「  
－
M
郡
－
 
 

腎臓（ハ血圧迂  

上げ・：ご〉たJ】パ 玉均り－  

血嘗ユ」匠柵させうホ′l  

＼
＼
 
 

が出・う  

＼
 

1
 

＼  
‾一m…川「〆㍉∵－‾‾…丁・′芯【ミこ‾’【‾‾■‾‾  

■■■ －＿＿ －一一‾‥＿ －‾‾  

li仰を・一・址／ト町巨   

耽替が榔卜こなそ、  

－－－－一一一一●■一－－－－  血管か鰍．一－  す＿．一′ち、なる、‾－－・一一‾   

† 崩血管疾患（脳梗塞・脳出血  眼底検査所見（高血圧性変化。討脈脚L性変化）  
′／・ノ′  

・  
心電図検査所見（左童肥大・異常Q波■ST－T畢届い平低丁 陰性Tなどl匪 虚血性心疾患（心筋梗塞。狭心症）  軌脈i醇化  

／＼」、⊥  腎機能検査所見（クしアキニ、値・尿蛋釦   



塵監督覆審啓魯麿儀蘭眉間  

血管昏≡あたる血液の圧を血圧とb㌔む篭まず。  
（腕で測った血圧値で判断します。）  

☆水銀で測った圧を∬∴－－－・－ヒ→ 水圧にすると・？  

r  血圧値×13．6  

200    舞 2［  

弓90    ′ 2n  

弓80   学 2打  

】70 皐 2r  
弓60 テ 2r  
？50   き 2r  

140   き1r   

130    き 1r   

120    き 1r  

1柑卜岬－う‖  

L萎二．≡ 萱…慧  

☆血圧′ほ  

〆ん語  

血  

門   

m72∈m  

m58cm  

m45cm  

mヨ1∈m  

m18cm  

4cm  

m90∈m  

m77⊂m  

m63cm  

m50∈m  

律  

けラニlミり†－l  

1、水圧之〔二忙t‾F‾り  

㊨  

㊨  

㊨  

細胞   

－■‘‾    芯 L＿■‾‾iヒ  

ー「‾  
ニ   

二ニ   ミ   

㌧寺 ょこぐ 

‥三軍」＝ニニ  

ここの圧はどう怒る妻  

瞞の血管  
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